








HTLV-1検査の流れ 

今回の検査結果 妊婦健康診査におけるHTLV-1 抗体検査 

PCR法による精密検査 

ウェスタンブロット法による精密検査（確認検査） 

陽性 

判定保留 

感染の有無

は不明 

陰性 

感染なし 

陽性 

感染あり 

精密検査（確認検査） 

抗体検査（血清検査） 

PA法（粒子凝集法）やCLEIA 法（酵素免疫測定法）により検査を実施。いず

れの検査方法にも非特異反応による偽陽性が存在するため、陽性の場合は必ず精

密検査を行なう。 

精密検査（確認検査） 

 WB法（ウェスタンブロット法）を実施（保険適用）。陰性･陽性以外に判定保

留という結果が出ることがある。 

判定保留の場合の精密検査 

 WB法が「判定保留」の場合、PCR法（ポリメラーゼ連鎖反応法）を実施する

ことが望ましい。（保険収載） 
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６） 子どものことだけでなく、自分自身のことや家族のことなど、他にも知り

たいこと、相談したいことがあるのですが相談できる専門病院はあります

か？ 

かかりつけの産婦人科以外に、愛知県内では、厚生労働省のＨＴＬＶ－１に関す

る研究班に協力している医療機関においても相談に応じることができます。主治医

にその旨ご相談ください。 

５） 子どもの栄養方法をどうしたら良いか迷っています。 

母乳をあげたら絶対感染するわけではありません。また、まったく母乳を与え

なかった場合でも感染の可能性がゼロになる訳ではありません。 

   本来、母乳は赤ちゃんにとって良いものですから、迷うのは当然のことです。

しかし、ＡＴＬの予防という意味では、それぞれのお母さんにとって無理のない

形で母子感染の可能性を少しでも小さくすることは大切なことと考えます。 

   原則、完全人工栄養をお勧めしていますが、お子さんのことを考えて選んだ栄

養方法はどれをとっても「お子さんへの愛情」からくるものですから医療関係者、

保健関係者はそれをサポートします。 

８） 子どもへの関わり方で気をつけることはありますか？ 

栄養方法のこと以外には特に気をつけることはありません。 

９） 子どもが感染したか確認するにはどうしたら良いですか。 

子どもに感染したかどうか、確認したい場合は、3歳以降にかかりつけの小児科

医や専門医療機関等に御相談ください。 

７） 病院以外に相談できるところはあり

ますか。 

市町村では、家庭訪問や乳幼児健診な

どを通して子育て支援を行っています。

気軽にご相談ください。 

   また、県内保健所では、ＨＴＬＶ－１

に関する全般的な相談に対応しておりま

す。家族の方のことなどご心配なことが

ありましたらご相談ください。 
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【母子感染を予防するための栄養方法】 

上記内容について、市町村に情報提供することを同意します。 

記入年月日    平成  年  月   日 

ご署名                    

紹介医療機関名                 

ＨＴＬＶ－１は主に母乳を介して母子感染します。（ただし、その他の感染経路

で低率ですが感染する場合があります。）授乳期間が長いほど感染する率が高くな

ることが知られています。 

また、満３か月（９０日を越えない期間）までの短期間のみの母乳栄養であれば、

人工栄養とあまり感染率が変わらなかったという報告もあります。 

したがって、子どもへの感染の可能性を低くするための方法は 

①母乳を与えずに人工乳のみで育てる方法（完全人工栄養）。 

原則として、完全人工栄養をお勧めしています。 

②母乳を与える期間を３か月まで（９０日を越えない期間）与え、その後人工乳

に切り替えて育てる方法（短期母乳栄養）。 

③母乳を搾乳し一旦凍結してから飲ませる方法（凍結母乳栄養）。 

 母乳を凍結することでウィルスの感染力を失わせる可能性はあるがデーター

数が少なく確実ではない。 

 現在、ワクチンや抗ウィルス薬は開発されていないため、親の意思による栄養

方法の選択以外には、感染の可能性を減らす方法はありません。 

３か月以上母乳を飲ませた場合 １５%～２０％ 

人工乳のみで育てた場合     約３% 
が感染します。 
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精密検査（確認検査）における HTLV-1抗体検査結果が 

判定保留であった妊婦の方へ 

先日、あなたから採血して調べたHTLV-1抗体検査の

精密検査（確認検査）の結果は、「判定保留」でした。 

 これは、あなたが「HTLV-1に感染している可能性が高

い」のか「HTLV-1に感染している可能性が低い」のか、

抗体検査では判断できなかったということになります。こ

の場合は、PCR法を行うことが望ましいでしょう（2016年 4月保険収載）。 

この検査が「陰性」であれば母乳栄養を与えることができます。 

 ただし、この方法で検査を行ってもHTLV-1の感染の有無について100％確実に

判定できるわけではありません。この検査を希望する場合は主治医にご相談ください。 

PCR検査を希望されず、判定保留であった場合にHTLV-1キャリアと同様の母子

感染予防を講じたほうが良いのかどうか現時点では医学的な結論が出ていません。 

 HTLV-1キャリアと同様な対応（感染しているものとして対応すること）を希望

する場合は、その旨を主治医に伝えてください。 

 母子感染を予防するためには、授乳方法を工夫する必要があります。それぞれメリ

ット、デメリットがありますので主治医にご相談ください。 

資料３ 
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《HTLV－１抗体検査の説明》スクリーニング検査(妊娠 30週までに行う)が陽性で、確定検査を 

行う際の説明。

確定検査について説明を受けた日           年    月    日  

説明者                  主治医・その他（       ）  

説明内容                 わかった   よくわからなかった

《キャリア妊婦であることの説明 》確定検査(ＷＢ法)（又はPCR法）の結果が陽性であることの説明

説明を受けた日           年    月    日  

説明者          主治医・その他（       ）  

説明内容         わかった   よくわからなかった 

《赤ちゃんの栄養方法の選択》妊娠35週までに決める

栄養方法を決めたのは            年    月   日 妊娠   週のとき  

① ミルク（人工栄養）にする  

② ３か月未満(90日未満)まで母乳を与える (短期母乳栄養) 

③ 母乳を搾って冷凍・解凍して与える(凍結母乳栄養) 

  ④ その他（   ） 

《赤ちゃんの栄養方法やＨＴＬＶ－１について相談できる人の有無 》 

① いる  主治医、助産師、保健師、家族（夫・実母・その他）、ＨＴＬＶ－１キャリアの友人、  

その他（                        ）  

② これから探す  

③ 紹介して欲しい  

子どもの感染確認（３歳以降） 退院時又は１か月健診時に説明を受ける

①希望する 

子どものＨＴＬＶ－１抗体価検査 （予定     年      月頃）  

②希望しない 

＊確定検査が陽性と判定された妊婦の意思決定支援（面接等）で活用する。

相談したいこと 

相談したいこと 

資料４ 

相談したいこと 

HTLV-1フォローアップシート
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○　県・市町村･保健所相談窓口一覧

担当課名（施設名） 〒 住　所 電　話

愛知県 健康福祉部児童家庭課 460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1番2号 052-954-6283

名古屋市 千種保健所 464-0841 名古屋市千種区覚王山通８－３７ 052-753-1951

名古屋市 東保健所 461-0003 名古屋市東区筒井一丁目７－７４ 052-934-1205

名古屋市 北保健所 462-8522 名古屋市北区清水四丁目１７－１ 052-917-6541

名古屋市 西保健所 451-8508 名古屋市西区花の木二丁目１８－１ 052-523-4601

名古屋市 中村保健所 453-0024 名古屋市中村区名楽町４－７－１８ 052-481-2216

名古屋市 中保健所 460-8447 名古屋市中区栄四丁目１－８ 052-265-2250

名古屋市 昭和保健所 466-0027 名古屋市昭和区阿由知通３－１９ 052-735-3950

名古屋市 瑞穂保健所 467-0027 名古屋市瑞穂区田辺通３－４５－２ 052-837-3241

名古屋市 熱田保健所 456-0031 名古屋市熱田区神宮三丁目１－１５ 052-683-9670

名古屋市 中川保健所 454-0911 名古屋市中川区高畑一丁目２２３ 052-363-4455

名古屋市 港保健所 455-0015 名古屋市港区港栄二丁目２－１ 052-651-6471

名古屋市 南保健所 457-0833 名古屋市南区東又兵ヱ町５－１－１ 052-614-2811

名古屋市 守山保健所 463-0011 名古屋市守山区小幡一丁目３－１ 052-796-4610

名古屋市 緑保健所 458-0033 名古屋市緑区相原郷一丁目７１５ 052-891-1411

名古屋市 名東保健所 465-8506 名古屋市名東区上社二丁目５０ 052-778-3104

名古屋市 天白保健所 468-0056 名古屋市天白区島田二丁目２０１ 052-807-3900

豊橋市 こども保健課 441-8539 豊橋市中野町字中原１００番地 0532-39-9160

保健部生活衛生課
（感染症対策係）

444-8545 岡崎市若宮町２丁目１－１ 0564-23-6714

保健部健康増進課
(母子保健2係)

444-8545 岡崎市若宮町２丁目１－１ 0564-23-6084

豊田市
子ども部子ども家庭課
母子保健担当

471-8501
豊田市西町３－６０
豊田市役所東庁舎２階

0565-34-6636

一宮市 一宮市中保健センター 491-0076 一宮市貴船町3丁目2番地 0586-72-1121

瀬戸市 健康福祉部健康課 489-0919 瀬戸市川端町1-31 0561-85-5511

半田市 半田市保健センター 475-0817 半田市東洋町2-29-6 0569-84-0646

春日井市
青少年子ども部
子ども政策課

486-8686 春日井市鳥居松町5丁目44番地 0568-85-6171

豊川市 豊川市保健センター 442-0879 豊川市萩山町3丁目77-1・77－7 0533-89-0610

【県及び市町村相談窓口】　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成29年11月30日現在

岡崎市

資料６
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